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電波政策ビジョンの重点
•電波資源の有効利用をするために、従来の
用途別、長期かつ固定的周波数割り当てを
改めて、一定期間毎に利用状況の見直しを
行い、再配置、配分を行なう。

•従来の周波数分割による用途別割り当てだ
けでなく、オーバーレイ、アンダーレイによる
同一周波数の共用、多重化技術を利用した
共用を推進する。

•免許制度の緩和により、誰でも自由に使える
コモンズの拡大を行なう。

従来の無線規格、機器の現状

従来の無線通信の規格は、用途、ト
ポロジー、物理的要件までを、規定し
ている為、用途や周波数の変更を行
なうには、都度規格全体の見直しが必
要となる。

従来の無線通信機器は、階層設計、
モジュール化が不十分であり、用途や
周波数の変更を行なうには、都度機器
設計の見直しが必要となる上、新技術
の導入も容易ではない。

従来規格、機器の課題

用途、周波数の再配置、再
配分、共用技術の導入には、
規格見直し、新規製品開発、
更新が必要となる。

　これにより、既得権者に
対する補償、開発助成などに
よるコストが発生。

結果として、電波資源の再
配置、再配分に要する時間と
コストが増加し、政策推進の
妨げとなる。

電波政策ビジョンを推進するには、柔軟な適応性を有する、無線通信の規格体系と機器設計、システム技術の開発推進が必要。

また、重要な政策に関わるものでり、中長期的に持続可能かつ、普遍的技術と標準化が必要。

IP化による垂直分離の実現
IP技術により、用途と物理層の分離

階層設計(モジュール化)による適応性の増加

物理層(周波数、電力、変復調方式、多重化方式)

リンク層(局間接続制御、物理層の最適化制御)

ネットワーク層による移動透過性の実現

モバイルIP技術により移動体通信の実現

導入技術の優位性(インターネットにおける実証)
用途は極めて多様(文字、画像、音声、データ)
伝送媒体に対する高い適応性

　　(アナログ電話、ISDN、ADSL、FTTH、無線)
インターネットは、網に依存せず、日々新しい技術が導入される

　　(IPSEC､VoIP)
網に依存せずに、移動通信における利用が可能(MobileIP)
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研究目標

VHF、UHF、SHFの異なる周波数、狭帯域、広帯域の異なる帯域幅という性質
の異なる複数の電波資源を、同時、または選択利用し、IPによる移動透過性を有

する通信システムを開発し、その優位性を実証する。

アンダーレイ、オーバーレイ等共用技術を利用する。

物理層、リンク層、IP層の層間インタフェィスの標準化を行なう。

テストベッドでは、100Mbps、500mセル、時速500kmでのハンドオーバーを実現

する。

成果展開

テストベッドの構築を行い、企業、機関の参加を可能な形態とする。

各層における標準化(IEEE,ITU,IETF,MBA)を並行して行なう。

研究背景

研究重要性

研究概要

パケット交換技術、階層設計技術により、柔軟性の高い高速移動
無線通信システムの開発、テストベッドの構築、標準化を行なう。

高速シームレスモバイルインターネットを実現する階層型オープンプラットフォー ムに関する研究開発
SIMPLE(Smart Internet Mobile Project with Layered Effect)例

　　政策ビジョン実施への要件

用途と周波数の分離により、以下のような
柔軟な適応性が求められる。

用途に対する割り当て周波数の変更に
対する適応性。

特定周波数における、用途の変更に対
する適応性。

新技術の速やかな導入に対する適応性。

研究期間と研究予算

研究期間:2004年度～3年　研究予算 　　億円//年　総計　　億円

研究体制

ルート株式会社　

東京工業大学　

京都大学　

情報通信研究機構

(情報通信部門、無線通信部門)

慶応大学　

九州情報システム技術研究

京都高度技術研究所



IPv6 インターネット
・YRPでテストベッド構築

・オープン移動端末の試作

目的： ネットワーク層でのシームレス移動

・識別子と位置指示子の分離による移動
性とマルチホーミングの実現

・リンク層情報を利用したネットワーク層
主導の高速ハンドオーバ

目的： 電波資源有効利用

・目的別固定的
周波数割当

・周波数再配置、
再配分に対す
る柔軟な対応

目的： シンプルで柔軟なリンク層

・独自判断に
よるハンド
オーバ

・上位層との
連携なし

・上位層との
情報交換

・上位層主導
のハンド
オーバ

目的： 網の維持運用コストの削減

・屋上屋を重
ねるIP化

・Pure Internetへ

目的： 効率的なend-to-end通信

・無線リンク対応のTCPによるハンド
オーバや無線でのパケットロスに対処
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SIMPLE
Smart Internet Mobile Project

with Layered Effect

　インターネット技術に基づく、パケット交換、階層設計により、
柔軟性の高い高速移動無線通信システムの開発、テストベッ
ドの構築、標準化を行なう。
　テストベッドでは、100Mbps、500mセル、時速500kmでのハ

ンドオーバーを実現し、移動体とのビデオ会議などを実現。

QOS

低消費電力

認証サーバ

高速シームレスモバイルインターネットを実現する階層型オープンプラットフォー ムに関する研究開発例



Simple Project システム構成例
• 無線局 5GHz　実験局、108Mbps 

OFDM、28mW  36MHz帯域幅

• 認証サーバー、ホームエージェントサー
バーは、NICT横須賀無線通信研究セン
ターに設置

• JGNⅡによりインターネットへ接続
PFIポール

YRP1番館

(NICT) アンテナ

Authentication 
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次期テストベッドの在り方
• 利用目的別に階層が切り出せる徹底したモジュール化

– 各階層のバインディングを最小限にする。

– 階層間のインタフェイスをシンプルにし、隣接層に対するプロー
ビング、シグナリングが可能な仕組みを用意する。

• 電波利用の自由度
– 電波利用の免許は、物理層のみに集約し、多様性を担保す

る。

• 構造的な自由度
– 物理的、実装的な構造を標準化する。

• 利用者に向けた開放
– 階層化されオープンな端末、デバイス等を用意し、アプリケー

ション、利用シーンの開拓を支援する。

– 常設型


